
 

故
郷
の
川
面
を

彩
る
幻
想
的
な
灯
り

８月16日㈬上陽町の星野川で「八女上陽万灯流し」があり、約
300個の灯籠が川面に浮かびました。この催しは「川を大切にし
たい。ふるさとの良さを見直したい」との願いを込めて行われて
いる行事で、今回23回目。川原では子どもたちがそれぞれに絵
や願い事を書いた灯籠を流し、夕暮れの川を静かに流れる幻想的
な灯りを多くの人たちが見守っていました。
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八女のまつり あかりの祭典 あかりとちゃっぽんぽん
平成30年2月からコンビニ交付サービス
八女市平和祈念式典
路線バスに乗ろう
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鮎のつかみ
取り

９月/
16日㈯・
22日㈮～
24日㈰

八
女
の
ま
つ
り
あ
か
り
の
祭
典

あ
か
り
と

ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん

２
7
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
八

女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。
こ
の
燈
籠
人
形
の
「
燈あ
か

り
」
と
、
国
指
定
伝
統

的
工
芸
品
の
八
女
提
灯
の
「
灯あ
か
り
」。
ま
た
八
女
は
電
照
菊
の
発
祥
の
地

と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
あ
か
り
」
を
テ
ー
マ

に
八
女
の
伝
統
文
化
・
産
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」

を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
祭
り
直
前
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
・
八
女
市
役
所

商
工
観
光
課
（
☎
２
３・１
１
９
２
）

交
通
規
制・

駐
車
場
配
置
図

P
駐
車
場（
17
時
～
22
時
）

※
22
時
に
施
錠
し
ま
す
。

①
総
合
体
育
館
＝
３
０
０
台

②
南
中
学
校
＝
２
５
０
台

③
Ｊ
Ａ
立
花
地
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

中
央
選
果
場 

＝
１
8
０
台

④
八
女
伝
統
工
芸
館
＝
１
７
０
台

⑤
公
立
八
女
総
合
病
院
（
八
女
農

業
高
校
の
南
側
駐
車
場
の
み
）
＝

２
０
０
台

◦
駐
車
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
道
路

は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
乗
り
合
わ
せ
か
自
転
車
な
ど
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場

以
外
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
夜
道
は
暗
い
の
で
、
懐
中
電
灯
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
車
両
通
行
止
め
区
間
は
、
自
転
車

は
押
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◦日時＝９月23日㈯
▽１回目＝13 時～
▽２回目＝14 時～
▽３回目＝15 時～
◦参加費＝１回 200 円

（１人１回まで。先着順
の受付となります）
◦場所＝八女伝統工芸
館イベント会場内
◦対象＝小学生以下
※つかみ取りした鮎は
その場で塩焼きした鮎
と交換をします。
※生きたままの鮎は持ち
帰ることはできません。

◦
日
時
＝
９
月
16
日
㈯

※
雨
天
時
は
９
月
17
日
㈰
に
順

延
。
再
順
延
は
18
日
㈷
を
予
定
。

◦
場
所
＝
宮
野
公
園
周
辺
（
べ
ん

が
ら
村
横
）

◦
内
容
＝
矢
部
川
に
映
る
２
千

発
の
花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

《
17
時
～
》
露
店
の
販
売

《
19
時
55
分
～
》
市
長
あ
い
さ
つ
、

点
火
宣
言

《
20
時
～
》
花
火
大
会
（
約
30
分
）

◦
主
催
＝
八
女
の
ま
つ
り
花
火
部

会◦
交
通
規
制
時
間
＝
９
月
16
日
㈯

19
時
～
21
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光

案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

9/16
㈯

9/23
㈯

今
年
も
、“
灯
あ
か
り

＂
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
八
女
の
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
光
と
音
楽
の
花
火
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
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《
内
容
》
八
女
提
灯
と
八
女
手
す
き

和
紙
、
そ
し
て
灯
り
を
用
い
た
ま
つ

り
で
す
。
八
女
市
内
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
絵
や
文
字
を
自
由
に
描
い
た

提
灯
を
八
女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤

棚
に
飾
り
、
夜
に
は
灯
を
と
も
し
ま

す
。

《
主
催
》
八
女
商
工
会
議
所
青
年
部

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や
農

産
物
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、大
人
気
の「
宇

宙
戦
隊
キ
ュ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が

や
っ
て
き
ま
す
。
八
女
伝
統
工
芸

館
で
は
、
八
女
福
島
仏
壇
の
製
作

実
演
、
手
す
き
和
紙
教
室
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

《
主
催
》
八
女
の
ま
つ
り
出
店
部
会

《
内
容
》
和
紙
に
参
加
者
が
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ
か
り

絵
」
が
、
ほ
の
か
に
周
り
を
照
ら

し
夜
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

《
主
催
》
八
女
青
年
会
議
所

※
会
場
周
辺
駐
車
場
は
、
満
車
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
車
の
場
合
は
な
る
べ
く
乗
り
合

わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
灯
ま
つ
り

物
産
展
・

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

あ
か
り
絵
パレ
ー
ド

◦
９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
10
時
30

分
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

◦
９
月
23
日
㈯ 

18
時
30
分
か
ら

◦
明
永
寺
→
八
女
福
島
の
町
並
み

→
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

9/23㈯・
24㈰

23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
、
八
女
伝
統
工
芸
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
、

提
灯
ま
つ
り
、
あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド
、
魅
力
的
な
出
店
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
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「
八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
」公
演

町
屋
ま
つ
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日本いけばな芸術協会名誉教授
大和花道 平島静容（一子）

◦期間＝9月22日㈮
～24日㈰
◦時間＝10時～20時
　※入場無料
◦会場＝横町町家交流館
◦問い合わせ＝平島さん
（☎23・0679）

創作いけばな展

⃝

会
場
＝
八
女
福
島
の
町
並
み

⃝

期
間
＝
９
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

⃝

内
容
＝

【
23
日
㈯
】　

▽
大
茶
会 

八
女
学
院
高
校
茶

道
部
13
時
～
16
時
（
正
福
寺
）

▽
八
女
の
水
車
の
紹
介
と
手
作

り
線
香
体
験 

11
時
～
15
時
（
堺

屋
）

▽
抹
茶
席 

13
時
～
16
時
（
こ
の

み
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

▽
子
供
和
太
鼓 

14
時
30
分
～
16

時
30
分

【
24
日
㈰
】　

▽
大
茶
会　
福
島
高
等
学
校
茶

道
部 

13
時
～
16
時
（
正
福
寺
）

▽
５
ｍ
の
巻
き
寿
司
作
り
実
演 

①
11
時
～
②
11
時
30
分
～（
堺
屋
）

▽
和
太
鼓
の
競
演
（
昼
）
14
時

～
（
夜
）
19
時
40
分
～

▽
筑
前
琵
琶
演
奏 

13
時
30
分

～
16
時
30
分
（
こ
の
み
園
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）

【
22
日
㈮
～
24
日
㈰
】　　
　

▽
人
力
車
町
並
み
散
策

▽
伝
統
工
芸
職
人
技
実
演
・
体

験
（
久
留
米
絣
・
木
工
）
10
時

～
20
時
（
横
町
町
家
交
流
館
）

▽
和
蝋
燭
職
人
制
作
実
演
と
櫨

の
魅
力
い
ろ
い
ろ 

11
時
～
17
時

▽
提
灯
絵
描
き
体
験 

10
時
～

16
時
（
伊
藤
勘
助
商
店
）

▽
マ
イ
塗
り
箸
作
り
ワ
ー
ク

ショッ
プ
10
時
～
16
時
（
緒
方
仏

壇
本
店
）

▽
癒
し
の
あ
か
り
・
竹
ラ
ン
プ

展
示 

10
時
～
17
時
（
堺
屋
）

【
23
日
㈯
～
24
日
㈰
】　

▽
池
坊
ミ
ニ
花
展（
堺
屋
和
室
））

【
8
月
30
日
㈬
～
10
月
1
日
㈰
】

▽
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
展

（
横
町
町
家
交
流
館
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝

「
町
屋
ま
つ
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
江
口
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

２
５
０
７
・
６
９
０
１
）

会    場　　福島八幡宮境内
公演日時

口開け公演　９月21日㈭20：00 ～
本公演 ９月22日㈮・23日㈯・24日㈰
　　　　　　　　　①１３：３０～
　　　　　　　　　②１５：００～
　　　　　　　　　③１６：３０～
　　　　　　　　　④１９：００～
　　　　　　　　　⑤２０：３０～
　　　　※１回の公演時間は約３０分
主催　八女福島の燈籠人形保存会

問い合わせ　文化振興課（☎２４・８１６３）

９
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯
・
24
日
㈰

《
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
》

　

平
安
時
代
の
後
期
・
鳥
羽
上
皇
に
仕

え
る
玉
藻
之
前
と
い
う
大
変
な
美
貌
の

持
ち
主
で
才
媛
が
い
ま
し
た
。
院
の
寵
愛

を
一
身
に
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
尾

が
九
つ
あ
っ
た
と
い
う
白
面
金
毛
九
尾
の

狐
の
化
身
で
し
た
。

　

あ
る
と
き
、
清
涼
殿
に
お
い
て
催
さ

れ
た
管
弦
楽
の
折
、
不
思
議
な
出
来
事

が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
陰
陽
博
士

安
倍
泰
成
に
そ
の
正
体
を
見
や
ぶ
ら
れ
、

は
る
か
遠
く
下
野
国
那
須
野
の
原
に
逃

げ
去
り
ま
し
た
が
追
討
の
三
浦
上
総
介

に
討
ち
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
狐
の
怨
霊
は
殺
生
石
と
な
っ

て
近
く
を
通
る
人
畜
に
危
害
を
加
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
百
年

程
経
た
後
深
草
の
治
世
、
高
徳
の
僧
・

玄
翁
和
尚
が
み
仏
の
力
を
か
り
て
杖
で

殺
生
石
を
三
度
た
た
く
と
さ
し
も
の
悪

鬼
も
昇
天
成
仏
し
ま
し
た
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
は
、
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の
放
生
会
に
人

形
の
燈
籠
が
奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
明

和
９
年
（
１
７
７
２
）
に
初
め
て
人
形
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
舞

台
の
左
右
の
袖
か
ら
繰
り
出
す
９
本
の
長
い
棒
で
人
形
を
操
作
し
て
い
ま

す
。戦
前
ま
で
は
氏
子
11
町
内
の
当
番
制
で
奉
納
上
演
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
福
島
校
区
23
町
内
で
保
存
会
を
結
成
し
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
昭

和
52
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「玉
た ま も の ま え

藻之前」今年の芸題

玉
藻
之
前

９月／
22㈮・23㈯・

24日㈰
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星
野
村
の
北
西
、
標
高
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
山
腹
に
、
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
棚

田
を
縁
取
る
赤
い
彼
岸
花
の
美
し
さ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
「
子
鹿
の

里
」
に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農
産
物
販
売

も
あ
り
ま
す
。
24
日
㈰
は
餅
つ
き
や
野
の

花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
も
開
催
さ
れ
、

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
か
ら
会
場
ま
で
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
９
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

◦
会
場
＝
星
野
村
鹿
里
棚
田

◦
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
里
ふ
る
さ
と
会 
樋
口

さ
ん
（
☎
０
９
０・４
３
４
６・２
５
６
０
）

鹿ろ

く

り里 

棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り

風
流
・
は
ん
や
舞

五ご
じ
ょ
う
け

條
家 

御み
は
た
ま
つ
り

旗
祭

五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈
願
の

た
め
、
池
の
山
の
麻
生
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
伝
統
芸
能
「
風
流
・
は
ん
や
舞
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
（
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）。

◦
日
時
＝
９
月
17
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池
の
山
）

屋
外
ス
テ
ー
ジ 

※
雨
天
時
は
「
そ
よ
か
ぜ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星
野
小
学
校
児
童
に
よ
る
星

野
太
鼓
の
演
奏
（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　

南
朝
の
親
政
を
目
指
し
、
征
西
将
軍
懐

良
・
良
成
両
親
王
に
従
い
、
現
在
も
大
杣

に
眠
ら
れ
る
良
成
親
王
の
御
陵
墓
を
守
る

五
條
頼
元
卿
一
族
ら
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
五

條
家
御
旗
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

門
外
不
出
の
五
條
家
に
伝
わ
る
国
指
定
重

要
文
化
財
「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家
文
書
」

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町
旧
大
淵
小
学

校
前 

※
駐
車
場
は「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
長
月

足
さ
ん
（
☎
４
５
・
０
１
４
０
）

９月のイベント

　
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
と
は
、
森
の
持
つ
癒
し
効
果

を
心
と
身
体
の
健
康
に
活
か
そ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
す
。

　

森
の
音
楽
会
で
は
、「
ｍ
ｉ
ｏ
ｒ
ｉ
カ
ル
テ
ッ
ト

（
チ
ェ
ロ
の
代
わ
り
に
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
使
用
し
厚

み
の
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
生
み
出
し
て
い
る
弦
楽
四
重

奏
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員
、
久
留
米
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
所
属
）」
と
「
森
の
な
か
ま
た
ち
（
八
女
市
を

中
心
に
幅
広
く
活
動
を
続
け
て
い
る
コ
カ
リ
ナ
専
門

の
グ
ル
ー
プ
）」
の
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。

⃝

期
日
＝
10
月
14
日
㈯

⃝

時
間
＝
10
時
～
14
時
（
受
付
９
時
30
分
～
）

⃝

場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

⃝

参
加
料
＝
２
５
０
０
円
（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
、
温
泉
入
浴
券
込
み
）

⃝

定
員
＝
先
着
50
名

⃝

募
集
締
切
＝
10
月
３
日
㈫

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

「
森
の
癒
し
と
音
楽
会
」

森
林
セ
ラ
ピ
ー
秋
の
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
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▽
勤
務
先
や
外
出
先
な
ど
、
利
用
可
能

な
時
間
帯
で
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

取
得
で
き
ま
す
。

▽
市
役
所
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き

ま
す
。

▽
市
役
所
窓
口
で
の
混
雑
が
な
く
、
手

続
き
も
簡
単
で
取
得
で
き
ま
す
。

▽
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し
た
暗
証
番

号
の
入
力
が
必
要
な
た
め
安
心
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

▽
全
国
の
４
０
０
を
超
え
る
市
町
村
で

実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

◦
住
民
票
の
写
し

◦
印
鑑
登
録
証
明
書

▽
八
女
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

▽
毎
日
６
時
30
分
～
23
時
※
予
定

（
年
末
年
始
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
）

◦
戸
籍(

全
部
・
個
人)

事
項
証
明
書

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し

▽
八
女
市
に
住
民
登
録
と
本
籍
が
あ
る
人

▽
平
日
９
時
～
17
時
15
分
※
予
定

（
年
末
年
始
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
）

電
子
証
明
書
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、「
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
」
が
標
準
で
格
納
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
時
に
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」

を
不
要
と
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民

課
の
窓
口
で
「
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
」
の
格
納
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
２
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
「
住
民
票
の
写
し
」
や
「
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
」
な

ど
が
取
得
で
き
る
『
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
』
が
始
ま
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

平成30年
2月から

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
い
い
と
こ
ろ

取
得
で
き
る
証
明
書
お
よ
び

利
用
で
き
る
時
間

利
用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

八
女
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
暗
証
番

号
４
桁
）
を
格
納
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
す
。

利
用
で
き
る
人

◦
利
用
者
本
人
が
交
付
ま
で
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
取
得
で
き
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
証
明
書
の
取
り
忘
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
音
声
で
の
お
知
ら
せ
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

◦
証
明
書
の
交
付
後
に
デ
ー
タ
は
消
去
さ
れ
、

個
人
情
報
漏
え
い
の
防
止
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

◦
交
付
さ
れ
た
証
明
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
改

ざ
ん
防
止
処
理
が
施
さ
れ
ま
す
。

「住民基本台帳カード」や
薄緑色で紙製の「通知カー
ド」では利用できません。

通知カード

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

な
ど
で
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
約
５
万
店

舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

安
全
対
策
も
バ
ッ
チ
リ

利用者証明用
電子証明書
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◦
交
付
申
請
書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
と
も

に
送
付
さ
れ
て
い
る
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
※
窓
口
で

再
発
行
で
き
ま
す
。

◦
顔
写
真
（
６
か
月
以
内
の
も
の
）

▽
サ
イ
ズ
や
背
景
な
ど
、
写
真
規

格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
写
真
裏
に
氏
名
、
生
年
月
日
を

記
入
。

①
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真

を
貼
る
。

②
記
入
し
た
申
請
書
を
封
筒
に
入

れ
、
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る
。

▽
封
筒
、切
手
代
は
負
担
く
だ
さ
い
。

◦
交
付
申
請
書

▽
住
所
等
に
誤
り
が
な
く
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
た
申
請
書

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
顔

写
真
を
撮
影
し
、
保
存
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
書
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
申
請
用
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
。

③
申
請
者
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
す
る
。

④
登
録
し
た
メ
ー
ル
に
通
知
さ
れ
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
顔

写
真
の
添
付
、
申
請
者
情
報
を
入

力
し
て
送
信
。

◦
交
付
申
請
書

▽
住
所
等
に
誤
り
が
な
く
、
申
請

書
Ｉ
Ｄ
が
記
載
さ
れ
た
申
請
書

　

※
窓
口
で
再
発
行
で
き
ま
す
。

①
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
で
顔
写
真
を

撮
影
し
、
保
存
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
個
人
番
号

カ
ー
ド
申
請
』
で
検
索
し
、『
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
申
請
方
法
は
こ
ち
ら
』

か
ら
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
。

③
申
請
書
Ｉ
Ｄ
、
申
請
者
氏
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
。

④
登
録
し
た
メ
ー
ル
に
通
知
さ
れ
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
顔

写
真
の
添
付
、
申
請
者
情
報
を
入

力
し
て
送
信
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
よ
う

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
現
在
、
交
付
申
請
か
ら
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
ま
で
１
か
月
程
度
の
期
間
が

必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

サービスを利用
するために申

請
方
法
は
次
の
３
と
お
り
で
す

（送付先）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
申
請

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
方
法
は

◦
カ
ー
ド
の
交
付
場
所

　

申
し
込
み
を
さ
れ
て
１
か
月

程
度
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
を
お
知
ら
せ
す
る
ハ
ガ
キ

（
交
付
通
知
書
）
が
住
所
地
へ
届

き
ま
す
。
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、

原
則
、
本
人
が
市
役
所
・
支
所
の

窓
口
へ
来
庁
く
だ
さ
い
。

◦
必
要
な
も
の

　

受
け
取
り
の
際
は
、ハ
ガ
キ
（
交

付
通
知
書
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
届
い
た
ハ
ガ
キ
（
交
付
通
知
書
）

▽
通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
）

▽
本
人
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
等
は
１
点
以
上

　

／
保
険
証
等
は
２
点
以
上
。

※
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

★
指
定
以
外
の
支
所
で
お
受
け
取

り
を
希
望
さ
れ
る
方
や
ご
不
明
な

点
は
事
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
申
請

日
本
郵
便
株
式
会
社

川
崎
東
郵
便
局
郵
便
私
書
箱
第
２
号

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

受
付
セ
ン
タ
ー
　
宛

２１９  ８６５０

地方公共団体
情報システム機構市役所・支所

申請者

　①申請（郵送・インターネット）

②マイナンバー・カード
③交付通知書（はがき）

④カード受取りに市役所へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
の
仕
組
み

◦
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
係
（
☎
２
３・１
１
１
５
）

交
付
申
請
書
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
―
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

「
高
齢
に
な
り
、
頭
や
身
体
の
衰
え
を

実
感
す
る
よ
う
に
な
り
参
加
し
ま
し

た
」

「
息
抜
き
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
で
す
。

少
し
で
も
長
く
、
家
族
の
世
話
に
な
ら

な
い
よ
う
に
元
気
で
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

「
近
所
の
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
参
加

し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
楽
し
い
で
す
よ
」

―
教
室
や
、
自
宅
で
の
楽
し
み
方
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
教
室
で
の
運
動
も
楽
し
い
で
す
が
、

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
、
話
を

す
る
こ
と
が
一
番
で
す
」

「
家
で
は
、
踏
み
台
を
使
っ
た
軽
い
運

動
を
し
た
り
、
庭
の
草
花
を
生
け
花

に
す
る
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
」

「
家
庭
菜
園
や
、
毎
日
の
散
歩
を
す
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
」

「
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
た
り
、
家
業
の
菊
の

芽
摘
み
の
仕
事
を
少
し
だ
け
や
っ
て
い

ま
す
」

―
何
を
楽
し
み
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

「
知
り
合
い
と
集
ま
っ
て
、
わ
い
わ
い
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
た
め
に
参
加
し
ま
し

た
」

「
み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
を
楽
し
み
に

来
て
い
ま
す
」

―
折
り
紙
の
楽
し
み
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
す
か
？

「
指
先
と
頭
を
使
い
ま
す
の
で
、
脳
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
つ
も
り
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
」

「
あ
げ
る
人
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

色
紙
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
作
る
こ

と
が
楽
し
い
で
す
」

「
作
っ
た
小
物
は
飾
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
し
ま
す
。
人
か
ら
喜
ば
れ
る

こ
と
は
、
自
分
の
喜
び
に
も
な
り
ま
す

よ
」

「
自
分
な
り
の
工
夫
を
し
て
、
い
ろ
ん

な
色
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た
り
し
て
、
好

み
の
物
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
楽
し
い

で
す
」

　

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
趣
味
、
娯

楽
、
仕
事
な
ど
、
自
分
な
り
の
生
き
が

い
を
見
つ
け
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
家
族
や
友
達
の
存
在
な
ど
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
人
と
の
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
が
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
毎
日
を
過
ご
す
秘
訣
だ
と
い
う
こ
と

が
、
参
加
者
の
表
情
か
ら
も
伝
わ
っ
て

く
る
１
日
で
し
た
。

　

生
き
が
い
を
持
ち
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
、

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
多
世
代
交
流
館
「
共
生
の
森
」
で
は
、高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、様
々

な
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
取
材
に
訪
れ
た
日
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
各
教
室
の
参
加
者
に
、
参
加
の
き
っ
か
け
や
日
々

の
楽
し
み
、
生
き
が
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

あ
な
た
に
と
っ
て
の

生
き
が
い
は
何
で
す
か
？

折
り
紙
サ
ー
ク
ル

元
気
あ
っ
ぷ
デ
イ

（
健
康
体
操
教
室
）

元気あっぷデイの様子

休憩中のひととき

笑い声の絶えないサークル活動

丁寧に折られた折り紙
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台風に備えましょう！
台風は突然襲ってくる地震と違い、発生から接近までにある程度の時間があります。日頃からの備えはも
ちろん、接近までにできる準備をし、「自分の安全は自分で守る」という気持ちで備えることが大切です。

台風が近づき、雨や風が強くなってからの対策は非常に危険です。早め
に台風の対策を行いましょう。

発
生

台風が接近する前
に安全対策を！

タイムライン（事前防災計画）をつくって、チェックしてみませんか？
タイムラインとは災害発生の前兆段階から「いつ」、「誰が」、「何をするか」をあらかじめ時
系列で整理し、人的被害を最小化するために用いられる防災行動計画です。タイムライン
に基づいた行動を取ったことで被害を最小限に抑えることができた例もあります。ご家庭や
自主防災組織でタイムラインをつくったり、例を参考にチェックをしてみませんか？

台風が接近してきたら常に最新の台風情報を入手し、いつでも避難でき
るように準備しておくことが大切です。お年寄りや体の不自由な方など
避難に時間のかかる方は早めの避難を心がけましょう。台風が上陸して
からでは遅いこともあります。「暴風警報」や「暴風特別警報」などが
発表されている時の避難は危険ですので、室内の安全な場所に避難す
ることが大切です。

接
近

テレビやラジオ、Ｗ
ＥＢなどで最新の情
報のチェックを！

台風が通り過ぎた後は、台風による大雨により地盤が緩んでいるところ
もあり、少しの雨でも土砂災害の危険性があります。河川の増水による
水害にも注意が必要です。また、大規模災害の後は詐欺や悪徳業者が
増加します。少しでも怪しいと思ったら契約しないようにしましょう。

通
過

台風が通り過ぎて
も油断しない！

レベル 台風の接近状況
行動項目の一例

住民・各家庭 地域・自主防災組織

⓪平常時 台風は発生していない 訓練へ参加する。
非常持出品を点検する。 救護資機材を点検する。

①準備 台風が発生し、おおむね
３日後の予報円に入る

最新の気象情報に気を付ける。
家の周辺の小物の固定や屋内へ収納する。
側溝や排水溝は掃除をして水はけを良くしておく。
非常持出品を点検する。
屋根や塀などを点検する。
避難所までの経路を確認する。

自主避難所（公民館等）を点検する。

②警戒
おおむね２日後の予報
円に入る（雨風は強くな
い）

自主防災組織の役割分担や連絡
体制を確認する。

③自主避難
おおむね１日後の予報
円に入る（雨風が激し
い）

高齢者や体の不自由な方など避難に時間のかかる
方は避難を始めたり、屋内での安全確保をする。
断水に備えて浴槽や容器などに水をためておく。
早めの帰宅をする。

電話や訪問などで避難準備の呼
び掛けをする。
避難経路の状況把握をする。

④避難 最接近の数時間前 避難所や近隣の安全な場所へ避難や屋内での安全を確保（家の中央に移動する等）する。
不要不急の外出を控える。

⑤緊急対応 最接近 避難所ではお互い助け合って行動する。
屋内での安全を確保（家の中央に移動する等）する。

〈タイムラインの例〉

◦問い合わせ＝防災安全課（☎２3・１７３１）
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広
島
原
爆
の
日
の
８
月
６
日

㈰
、
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
平
成
29
年
度
八
女
市
平

和
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
星
野
村
の
「
星
の
ふ
る
さ
と

公
園
平
和
の
広
場
」
に
は
、
72
年

前
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
火

が
「
平
和
の
火
」
と
し
て
今
も
灯

し
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

星
野
村
出
身
の
故
・
山
本
達
雄
さ

ん
が
、
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
広

島
原
爆
の
火
を
、
叔
父
の
遺
骨
代

わ
り
に
と
故
郷
へ
持
ち
帰
っ
た
も

の
で
す
。
平
和
へ
の
願
い
と
し
て

受
け
継
ぎ
永
遠
に
灯
し
て
い
こ
う

と
、
八
女
市
で
は
毎
年
式
典
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
に
は
地
元
の
星
野
小
・
中

学
生
や
関
係
者
な
ど
が
参
列
し
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前

８
時
15
分
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
今
年
は
、
前
日
お
り
な

す
八
女
で
広
島
原
爆
を
テ
ー
マ
に

し
た
朗
読
劇
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な

い
」
に
出
演
し
た
夏
の
会
の
渡
辺

美
佐
子
さ
ん
た
ち
６
人
の
女
優
も

参
列
。「
私
た
ち
の
願
い
は
子
ど
も

た
ち
が
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

て
、
戦
争
は
絶
対
嫌
だ
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
。
原
爆
が
普
通
の
生

活
を
し
て
い
る
普
通
の
人
の
頭
上

に
ふ
っ
て
き
た
、
こ
の
理
不
尽
な

こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
」
と
、
渡
辺
さ
ん
は
会
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
星
野
小
・
中
学
校
の
代

表
が
「
平
和
の
誓
い
」
を
発
表
し
、

平
和
の
尊
さ
や
戦
争
で
得
た
教
訓

を
忘
れ
ず
に
「
平
和
の
火
」
を
守

り
続
け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
誓
い

ま
し
た
。
市
内
の
小
中
学
校
等
か

ら
千
羽
鶴
が
献
呈
さ
れ
、
全
員
で

献
花
。
最
後
に
星
野
中
学
校
全
校

生
徒
に
よ
る
合
唱
「
こ
の
灯
を
永

遠
に
」（
安
藤
由
布
樹
作
詞・作
曲
）

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

原爆の火は、遺骨すら見つけることができなかった叔父と、目
の当りにした多くの原爆犠牲者の供養と怨念の証として、山
本家の仏壇に灯され、人知れず 23 年間灯し続けられました。
戦争のない平和な世界への願い、しかし原子爆弾に対するど
うしようもない憤り。23 年の歳月は山本氏にとって言葉ではと
うてい表現できないほどの苦しい葛藤の日々 でもありました。
1968 年（昭和 43 年）当時の星野村はこの火を全村民の平
和への願いとして受け継ぎ、同年 8 月6日、旧星野村役場に
建立された平和の塔に灯され、以来毎年広島に原爆が投下さ
れた 8 月6日午前 8 時15 分、全村民をあげて平和祈念式典
を開催してきました。2011年、この火は合併とともに八女市
が引き継ぎ、毎年 8 月6日平和祈念式典を開催しています。

（平和の塔の由来より一部抜粋）

平和の火に
祈りを込めて 八女市平和祈念式典

8 月 6 日㈰／星野総合保健福祉センター

原爆が投下された
午 前 8 時 15 分 に
全員で黙祷を捧げま
した（左）
星野中学校生徒に
よる合唱が会場に響
き渡りました（右）

※当日は天候不良
のため、平和の広場
ではなく星野総合保
健福祉センターで開
催されました。

「すべての国 が々
話し合いにより解
決してほしい」

（星野小 6 年上
野真愛さん）

「核兵器の怖さを
一番知っている日
本が、平和に貢献
し発信してほしい」

（星野中 3 年竹
下桃香さん）

夏の会の皆さん（左から）高田敏江さん、
柳川慶子さん、渡辺美佐子さん、大原ま
すみさん、長内美那子さん、岩本多代さん
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局
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英
彦
山
は
、福
岡
県
と
大
分
県
に
ま
た
が
っ
て
、

大
き
く
個
性
的
な
姿
を
見
せ
て
い
る
霊
山
で
す
。

こ
の
山
は
、
古
来
よ
り
神
仏
が
共
生
す
る
聖
地

で
あ
り
、
ま
た
修
験
の
一
大
拠
点
と
し
て
名
高
い

存
在
で
し
た
。
５
か
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
文

化
財
調
査
に
よ
り
今
年
２
月
に
国
指
定
史
跡
と

な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
英
彦
山
と
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
一
堂
に

会
す
る
こ
と
で
、
神
仏
と
人
と
自
然
が
共
生
す

る
霊
峰
英
彦
山
が
甦
り
ま
す
。
こ
の
特
別
展
に

は
、
八
女
市
黒
木
町
北
木
屋
の
「
聖
観
音
立
像
」

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
女
と
英
彦
山
の
結

び
つ
き
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

聖
しょう

観
か ん

音
の ん

立
りゅう

像
ぞ う

（黒木町北木屋 平観音堂蔵）
慶長 13 年（1608）に彦山西谷越後
が作者となり、平村主安芸守子孫18
人が中心となって造像されたことが背
面に墨書で記されています。半世紀
前に至るまで、この周辺地域では、若
者は連れだって黒木から星野、浮羽、
小石原を通って往復 3 泊 4日の英彦
山参りをすることで、ようやく一人前だ
とされたそうです。おおらかな微笑み
をたたえた親しみやすい観音像です。

霊
れ い

峰
ほ う

英
ひ

彦
こ

山
さ ん

―神仏と人と自然と―

九州歴史資料館

９月 24 日㈰まで
       好評開催中！

【観覧料】 一般 200 円／高大生 150 円

【時間】 9時30分～16時30分（入館16時まで）
【休館日】 月曜日（祝休日の場合開館し翌日休館）

※ 65 歳以上（年齢確認できるもの持参）と中学生
以下無料。土曜日は高校生も無料。※障がいのあ
る方（障害者手帳等持参）とその介護者 1人無料。

【講座】「史跡『英彦山』の領域と聖域感の検証」
/9 月9日㈯ 13 時 30 分～ 15 時 30 分 / 無料
/ 定員 160 人※当日11時から整理券配付

【問い合わせ】九州歴史資料館
☎ 0942・75・9575 ／ N 0942・75・7834

（小郡市三沢 5208-3）

　
福
島
八
幡
宮
「
放
生
会
」
に
毎
年

奉
納
さ
れ
る
か
ら
く
り
人
形
と
し
て
、

２
７
０
年
余
り
の
伝
統
を
有
す
る

「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。
先
人
の

偉
業
の
数
々
を
し
の
ぶ
貴
重
な
資
料

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
浄
瑠
璃
本
を

は
じ
め
、
か
ら
く
り
人
形
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
な
ど
30
点
余
り
が
出
品
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
８
月
30
日
㈬
～
10
月
１
日

㈰

⃝

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横

町
町
家
交
流
館
（
八
女
市
本
町
94
番

地
）
☎
２
３
・
４
３
１
１

 燈籠人形資料展9月の
横町町家
交流館の
催し

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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『

　地域
の誇りを

後世に伝えていきたい 消費生活
そうだん

㉝

【
事
例
】

　
「
大
手
動
画
配
信
会
社
」
を
名
乗
る

業
者
か
ら
「
閲
覧
履
歴
あ
り
。
今
日

中
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
身
元
調
査
の

上
、
法
的
手
続
き
を
と
る
」
と
の
メ
ー

ル
が
届
い
た
。

　

驚
い
て
業
者
へ
電
話
す
る
と
「
振

込
み
で
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
へ
行
く
よ
う
に
」
と
指
示
さ
れ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
へ
出
向
き
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型

ギ
フ
ト
券
50
万
円
分
を
６
店
舗
で
購

入
し
、
ギ
フ
ト
券
番
号
を
業
者
へ
伝
え

た
。
落
ち
着
い
て
考
え
る
と
、
身
に
覚

え
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
お
金
は

取
り
戻
せ
る
だ
ろ
う
か
。（
40
代
男
性
）

電
子
マ
ネ
ー(

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、

電
子
ギ
フ
ト
券
な
ど)

で
支
払
わ
せ
る

架
空
請
求
に
ご
用
心
！

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

お
金
の
取
り
戻
し
は
非
常
に
困
難

⃝

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
等
に
は
、
絶

対
に
返
信
し
た
り
、
連
絡
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
支
払
い
手
段
と
し
て
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
や
電
子
ギ
フ
ト
券
な
ど
の
電
子

マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。

⃝

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
電
子
ギ
フ
ト

券
の
番
号
等
を
他
人
に
教
え
る
こ
と

は
、
お
金
を
相
手
に
渡
し
て
し
ま
う
こ

と
と
同
じ
で
、
取
り
戻
し
は
非
常
に
困

難
で
す
。
絶
対
に
教
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⃝

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
番
号
等
を
他
人

に
伝
え
て
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
早
急
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
発
行

会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
家
族
や
周
り
の
人
、

八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

八
女
和
紙
の一筆
箋
や
避
暑
土
産

　
　
　
　
　
　
　
　
堤  

多
鶴
子

よ
く
笑
ふ
幼
の
裸
足
い
と
眩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

坊
跡
は
石
垣
積
み
や
沙
羅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上 

ト
シ
子

文
月
の
空
の
眩
し
き
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
松
延
み
さ
と

雲
の
峰
世
界
遺
産
の
島
覆
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島  

景
子

へ
ぼ
胡
瓜
味
は
同
じ
と
浅
漬
け
に

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島  

正
美

八
女
紫
苑
句
会

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 29.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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『

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「大淵地区にある五條家の門をく
ぐると、年輪を重ねた杉の木立と
三百数十年前に建てられた五條
家屋敷がまるでタイムスリップし
たような雰囲気で皆さんを迎え入
れます。歴史ブームもあってか、
まつりには、関東・関西から来場
される方も増えてきました。ぜひ
お越しください」と月足さん。

104
　

五
條
家
御
旗
祭（
９
月
23
日
㈷
）を

開
催
す
る「
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
」会
長

の
月
足
靖
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

「『
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
』は
、今
か
ら

40
数
年
前
に
、五
條
家
に
伝
わ
る
南
北

朝
時
代
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
、私
た

ち
が
住
む
地
域
で
も
郷
土
の
大
事
な
誇

り
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
発
足

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
で
は
、毎
年
秋
分
の
日
に
五
條

家
が
行
わ
れ
ま
す『
虫
干
し
』に
合
わ
せ

て
、地
元
で
あ
る
城
の
原
・
大
淵
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
御
旗
祭
を
開

催
し
、門
外
不
出
の
国
重
要
文
化
財『
金

烏
の
御
旗
』、『
五
条
家
文
書
３
６
９
通

17
巻
』等
を
一般
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。式
典
で
は
毎
年
、公
卿
謡
の

奉
納
、黒
木
小
学
校
児
童
に
よ
る
頼
元

卿
の
詩
、御
旗
の
揮
毫
大
会
、午
後
か
ら

は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た

奉
賛
剣
道
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
新
八
女
市
と
な
っ
て
６
年
に
な
り
ま

す
が
、奈
良
県
吉
野
町
と
の
友
好
交
流

都
市
締
結
や
、菊
池一族
の
縁
に
よ
る
菊

池
市
と
の
交
流
な
ど
、南
朝
の
歴
史
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。奥
八
女
地
域
で
は
矢
部
村
の

大
杣
公
園
祭
や
星
野
村
の
懐
良
親
王
法

要
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
地

域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、八
女
市
に

お
け
る
南
朝
の
歴
史
文
化
を一つ
の
線
で

結
び
ぶ
よ
う
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、由
緒
あ
る
五
條
家
の
史

実
が
こ
の
大
淵
地
区
に
あ
る
こ
と
を
誇

り
と
し
て
、長
き
に
わ
た
り
守
ら
れ
て
き

た
宝
物
を
絶
え
る
こ
と
の
な
い『
心
の
財

産
』と
し
て
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み
を

続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　地域
の誇りを

後世に伝えていきたい

式典終了後、25代当主の五條
元滋氏から宝物の解説をして
いただきます。熱心に耳を傾
ける参加者の皆さん。
※5ページに関連記事あり

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
4㈪,11㈪～16㈯,18㈪,23㈷,25㈪,29㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈮～11㈪,18㈪,25㈪ ,29㈮図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

5㈫,12㈫～16㈯,19㈫,23㈷,26㈫,29㈮

✿9月の館内整理日は29日㈮✿

《
本
館
》　

▽
９
月
1
日
㈮
～
11
日
㈪
ま
で

《
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・
星
野
各
分
館
》

▽
９
月
12
日
㈫
～
16
日
㈯

※
９
月
11
日
㈪
は
通
常
の
休
館
日
の
た
め
黒
木

以
外
の
分
館
は
休
館
で
す
。

※
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
（
ボ
ッ

ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

特別整理期間に伴う
休館のお知らせ

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝１6日、23日、30日
※いずれも土曜14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝2日㈯10時30分～
おはなしコーナー

9月のよみきかせ

9月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝１6日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝30日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

八女市立図書館の布えほん制作ボランティア
「ふわふわ」と一緒に、布えほんをつくってみ
ませんか。今回は手ざわりふかふかのタオルえ
ほんをつくります。出来上がった作品はお持ち
帰りいただけます。
◦日時＝10月6日㈮、20日㈮
13時30分～ 15時30分
◦場所＝八女文化会館２階研修室
◦対象＝２日間とも参加できる人

（ご自宅で進めていただく作業あり）
◦料金＝材料費600円（当日集金）
◦申込受付＝9月12日㈫～先着10人
◦申込・問い合わせ＝ＮＰＯ法人まなびっと八
媛（八女市立図書館本館内☎22・2504）

参加者
募　集

平成29年度布えほん制作講座

『タオルえほんをつくろう』

秋
分
の
日
に
「
五
條
家
御
旗
祭
」
を
開
催
し
ま
す  

月
足 

靖
彦
さ
ん（
黒
木
町
）



地
域
間
幹
線
路
線
バ
ス
（
堀
川

バ
ス
）は
、通
勤
・通
学
、通
院
、お
買

い
も
の
な
ど
、日
々
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
乗
り
物
と
し
て
、多
く
の

市
民
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

し
か
し
、平
成
23
年
度
と
比
較

す
る
と
平
成
28
年
度
は
、羽
矢
線

（
羽
犬
塚
～
矢
部
）で
約
１
万
２
千

人
、星
野
線
（
福
島
～
星
野
）も
約

１
万
８
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。利

用
者
の
減
少
に
伴
い
、全
国
的
に

次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い
る

な
か
、本
市
で
は
運
行
経
費
の
補

助
等
を
行
い
、維
持
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。大
切
な
路
線
バ
ス
を
地

域
に
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、一
層

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
に

乗
ろ
う
�

路
線
バ
ス
は
地
域
を
支
え
る
大
切
な
公
共
交
通
で
す

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券

補
助
事
業
の
ご
紹
介

　

八
女
市
在
住
の
学
生
が
通
学

に
利
用
す
る
路
線
バ
ス
（
高
速
バ

ス
含
む
）
の
通
学
定
期
券
の
購
入

費
用
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

⃝

対
象
者
＝
八
女
市
に
お
住
ま
い

で
、路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）

を
利
用
し
て
通
学
す
る
人

⃝

対
象
区
間
＝
八
女
市
内
の
バ
ス

停
留
所
を
含
み
、
か
つ
、
通
学
定

期
券
が
利
用
可
能
な
区
間

⃝

補
助
金
額
＝
▽
①
購
入
金
額
の

２
割
▽
②
購
入
金
額
か
ら
①
の
補

助
金
額
を
差
し
引
い
た
月
額
負
担

額
が
１
万
４
千
円
を
超
え
る
場
合

は
、
超
え
た
額
も
併
せ
て
補
助

⃝

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
▽
①
八

女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補

助
金
交
付
申
請
書
▽
②
八
女
市

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
金

交
付
請
求
書
▽
③
有
効
期
間
が

満
了
し
た
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

（
表
と
裏
の
両
面
が
必
要
）
▽
④

在
学
等
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

（
学
生
証
、
生
徒
手
帳
、
在
学
証

明
書
等
）（
申
請
の
た
び
に
必
要
）

※
詳
し
く
は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペー
ジ
＝
ホ
ー
ム
→
暮
ら
し・

手
続
き
→
交
通
→
八
女
市
路
線
バ

ス
通
学
定
期
券
補
助
事
業
）

⃝

割
引
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人

で
、
有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人

⃝

手
続
き
の
流
れ
＝

①
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
最
寄
り

の
警
察
署
へ
行
き
、「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を

発
行
し
て
も
ら
う

②
堀
川
バ
ス
に
通
知
書
を
持
参

し
、「
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引

証
」
を
受
け
取
る

③
運
賃
を
支
払
う
時
に
「
運
転

免
許
証
返
納
者
割
引
証
」
を
見

せ
る
と
運
賃
が
半
額
に
な
る

※
他
の
割
引
と
は
併
用
で
き
ま
せ

ん
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す

る
と
堀
川
バ
ス
の
運
賃
が
半

額
に
な
り
ま
す

千
円
で
１
日
に
乗
り
放
題

（
１
日
乗
車
券
）

堀
川
バ
ス
独
自
の
主
な
サ
ー
ビ
ス

⃝

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
、

通
用
期
間
１
日
限
り
、
堀
川
バ
ス

の
全
路
線
を
自
由
に
乗
り
降
り
で

き
る
お
得
な
乗
車
券
で
す
。

⃝

対
象
路
線
＝
堀
川
バ
ス
全
線

（
臨
時
バ
ス
を
除
く
）

⃝

料
金
＝
大
人
１
０
０
０
円　
　

小
人
５
０
０
円
（
そ
の
他
の
割
引

と
併
用
で
き
ま
せ
ん
）

⃝

通
用
日
＝
土
・
日
曜
日
・
祝
日

⃝

通
用
期
間
＝
１
日
限
り

⃝

販
売
日
＝
当
日
の
み

⃝

販
売
場
所
＝
▽
土
曜
日
・
祝
日

↓
福
島
待
合
所
・
羽
犬
塚
待
合

所
・
バ
ス
車
内

▽
日
曜
日
→
バ
ス
車
内
の
み

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
平

山
温
泉
行
き
の
バ
ス
を
運
行

　
羽
犬
塚
か
ら
平
山
温
泉
ま
で
の

バ
ス
運
賃
は
、
通
常
な
ら
羽
犬
塚

～
福
島
が
片
道
３
４
０
円
、
福
島

～
平
山
温
泉
が
片
道
１
２
０
０
円

で
、
往
復
す
る
と
合
計
３
０
８
０

円
で
す
が
、
１
日
乗
車
券
を
利
用

す
る
と
、
１
０
０
０
円
で
往
復
で

き
ま
す
。（
日
帰
り
の
場
合
）

0

50

100

150

300

200

350

250

400
（千人）

羽矢線

星野線

H27H23 H24 H25 H26 H28

年間輸送人員の推移

276 263
275 275 265 264

112
99 108 104 95 94

⃝問い合わせ
＝地域振興課

（☎ 24・8162）
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９
カ
月
継
続
購
入
し
て
い
た

だ
く
と
、
10
カ
月
目
か
ら
10
％

割
引
、
さ
ら
に
９
カ
月
継
続
購

入
す
る
と
19
カ
月
目
か
ら
15
％

割
引
、
さ
ら
に
９
カ
月
継
続
購

入
で
28
カ
月
目
か
ら
36
カ
月

目
ま
で
20
％
割
引
。

　　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
級
～
３
級
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人　
（
１
級
は
本

人
と
介
護
人
、
２・３
級
は
本

人
の
み
）

【
普
通
運
賃
】
大
人
運
賃
の
半

額
、
小
学
生
以
下
は
小
児
運

賃
の
半
額

【
定
期
券
割
引
】
定
期
券
料
金

の
３
割
引
（
小
児
定
期
券
割

引
な
し
）

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
（
１
種
～
２
種
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人　
（
１
種
は
本

人
と
介
護
人
ま
た
は
付
添
人
、

２
種
は
本
人
の
み
）

【
普
通
運
賃
】
大
人
運
賃
の
半

額
、
小
学
生
以
下
は
小
児
運

賃
の
半
額

【
定
期
券
割
引
】
定
期
券
料
金

の
３
割
引
（
小
児
定
期
券
割

引
な
し
）

【
小
学
生
】１
０
０
円（
土
曜
日・

日
曜
日
・
祝
日
、
夏
休
み
・
冬

休
み
・
春
休
み
）

【
中
学
生
】２
０
０
円（
土
曜
日・

日
曜
日
・
祝
日
、
夏
休
み
・
冬

休
み
・
春
休
み
）

【
高
校
生
】２
０
０
円（
土
曜
日・

日
曜
日
・
祝
日
の
み
）

※
現
金
支
払
い
の
み
、中
学
生・

高
校
生
は
学
生
証
等
を
提
示

し
て
下
さ
い
。
夏
休
み
・
冬
休

み
・
春
休
み
は
そ
の
都
度
期
間

設
定
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
3
・
６
１
２
８
）

▼採択団体一覧（申請受付順）

地
域
づ
く
り
提
案
事
業

は
、
地
域
再
生
・
活
性
化

の
た
め
の
新
た
な
取
り
組

み
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
の
地
域
団
体
か
ら
募
集

し
、
助
成
金
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

今
年
度
実
施
事
業
を
募

集
・
選
考
し
た
結
果
、
8

件
（
計
４
５
７
万
4
千
円
）

を
採
択
し
ま
し
た
。

採
択
団
体
は
、
さ
っ
そ

く
各
地
域
で
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振

興
課
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

団体名（代表者） 活動名称 事業概要

三河校区まちづくり協議会
（松延 溥之）

矢部川河川敷及び遊
歩道沿いの景観づく
り事業

Ｈ24の豪雨災害により矢部川遊歩道沿いの球根が流出したため、
地域住民と連携し、草刈りや整地、彼岸花の植栽、植栽後の管
理作業に取り組む。

星野１区がんばる振興会 
（鹿田 定二郎） 多目的広場整備事業 緑草地を削り取り、多目的広場とするためコンクリート舗装作業

を住民共同で実施する。

川崎校区まちづくり協議会 
（青木 勉）

第２回かわさきよか
祭

校区民が楽しく和気あいあいと参加できる地域交流の場として祭り
を開催する。バザー、地元の食材を使った料理の提供やハイキン
グ等を行う。

白木地区地域振興会議 
（持丸 源二郎）

みんなで守ろう。白
木対災マニュアル

消防団・自警団と自主防災会の連携のため、行政区での総合防災
訓練や消防設備点検、白木地区防災関係者会議を実施し、白木地
区防災計画を作成する。

光友地区地域振興会議 
（福原 信彬） 光友まつり 地元の保育所、中学校、文化サークル等の発表やご当地クイズ、

のど自慢、屋台遊び、バザー等を行う祭りを開催する。

福島地区まちづくり協議会 
（宇野 喜久）

歴史文化や町並み
などの地域資源発信
PR 事業

福島地区の案内板やパンフレット等を作成する。案内板は西鉄バス
及び堀川バス福島停留所に設置し、マップやパンフレットは飲食店
等へ常備を依頼する。

白木地区地域振興会議 
（持丸 源二郎）

旧白木小学校山林
公園化事業（３期）

旧白木小学校に隣接する山林を公園化する。園内幹線道路、駐車場、
展望デッキのコンクリート舗装工事を行う。

上陽地区まちづくり協議会
下横山支部 

（久間  一正）
上陽わらべの森公園
づくり事業（第３期）

わらべの里研修センター東部の山林を整備し、わらべの森公園とし
て再生する。給排水電気設備の整備、展望デッキ等の防虫防腐剤
塗布、サクラの植栽等を行う。

平成29年度
地域づくり提案事業
8 件を採択
　       しました

高
校
生
通
学
定
期
券
継
続

購
入
割
引

精
神
障
が
い
者
・
身
体
障

が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

運
賃
割
引

小
中
高
校
生
の
１
０
０
円

２
０
０
円
運
賃
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忠
見
南
町
内
会
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
の
助
成
を
受
け
、

樹
木
粉
砕
機
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
）
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
同
町
内
会
で
は
、
樹
木

粉
砕
機
を
用
い
る
こ
と
で
、
樹
木
の
枝
打

ち
や
倒
木
の
除
去
を
効
率
良
く
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

粉
砕
し
た
樹
木
を
花
壇
に
撒
く
こ
と
で
、

地
域
の
環
境
美
化
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

矢
部
川
の
水
源
地
の
一つ
矢
部
村
で
は
、

「
森
林
の
緑
か
ら
有
明
海
の
再
生
」
を
合
言

葉
に
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と

森
林
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
7
月
19
日
㈬
、
矢
部

村
高
巣
に
あ
る
市
有
林
の
下
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
有
明

海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
柳
川
市
、
八

女
市
公
有
林
管
理
専
門
委
員
会
、
八
女
森

林
組
合
、
筑
後
農
林
事
務
所
、
八
女
市
矢

部
支
所
か
ら
総
勢
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
気
温
が
上
が

る
中
汗
を
流
し
な
が
ら
、
広
葉
樹
の
成
長

を
願
い
一
生
懸
命
下
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
㈯
、「
道
の
駅
た
ち
ば
な
」
ほ
か
県

内
10
か
所
の
道
の
駅
で
、
２
０
１
７
年
九
州
北

部
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
道
の
駅
小
石
原
と
小

石
原
焼
陶
器
協
同
組
合
を
支
援
す
る
た
め
の
陶

器
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
販
売
は
10
月
末
日

ま
で
の
予
定
で
、
売
り
上
げ
は
全
額
道
の
駅
小
石

原
に
送
金
し
、
各
窯
元
へ
と
還
元
さ
れ
ま
す
。
小

石
原
焼
陶
器
協
同
組
合
加
盟
の
44
窯
元
す
べ
て

の
作
品
を
巡
回
で
販
売
し
ま
す
。
お
気
に
入
り

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
で
被
災
地
を

支
援
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。野
中
正
秋
駅
長
は
、

「
道
の
駅
た
ち
ば
な
で
取
り
扱
っ
て
い
な
い
陶
器

類
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
道
の
駅
た
ち
ば
な
フ
ァ

ン
に
も
被
災
地
に
も
協
力
で
き
る
。
八
女
も
平
成

24
年
に
被
災
を
受
け
た
地
。
息
の
長
い
支
援
を

続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

小石原焼販売で被災地支援を

夢竹炭を被災地へ届けました

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
樹
木
粉
砕
機

森
林
の
緑
か
ら
有
明
海
の
再
生
を

　

八
女
市
で
は
、
立
花
バ
ン
ブ
ー
株
式
会

社
で
生
産
さ
れ
た
「
夢
竹
炭
」
を
支
援
物

資
と
し
て
、
東
峰
村
に
３
２
０
袋
、
朝
倉

市
に
１
１
８
０
袋
を
随
時
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
竹
炭
は
、
床
上
浸
水
し
た
家
屋
な
ど

の
床
下
に
散
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
臭
・

殺
菌
・
除
湿
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の

際
、
八
女
市
内
の
被
災
者
へ
配
付
し
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
８
月
10
日
㈭
の
出
発
式

で
中
園
市
長
職
務
代
理
者
は
、「
八
女
市

の
特
徴
あ
る
商
品
を
被
災
地
に
届
け
る
こ

と
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

消臭・殺菌・
除湿などの
効果が期待
される「夢
竹炭」
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各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会

に
出
場
の
市
内
出
身
選
手
た
ち
が

８
月
10
日
㈭
市
役
所
を
訪
問
し
、

鎌
田
副
市
長
に
出
場
報
告
を
し

ま
し
た
。

　

す
で
に
大
会
が
終
わ
っ
て
い
る

中
学
硬
式
野
球
競
技
（
７
月
３

日
～
７
日
・
田
川
市
）
に
出
場
し

た
森
康
介
さ
ん
（
筑
南
中
３
年
）、

柴
田
拓
也
さ
ん
（
星
野
中
３
年
）

は
、
ベ
ス
ト
４
の
成
績
。
高
校
弓

道
競
技
団
体
男
子
（
８
月
１
日
～

４
日
・
仙
台
市
）
に
出
場
し
た
中

嶋
真
碧
さ
ん
（
祐
誠
高
２
年
）
は

優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
大
会
に
出
場
す
る
の

は
、高
専
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
８

月
18
日
～
19
日
・
東
京
都
）
に

出
場
す
る
高
木
龍
司
さ
ん
（
久
留

米
高
専
５
年
）、原
圭
佑
さ
ん
（
同

４
年
）、
小
林
優
作
さ
ん
（
同
２

年
）。
高
専
硬
式
野
球
競
技
（
８

月
22
日
～
24
日
・
群
馬
県
）
に

出
場
す
る
山
口
翔
大
さ
ん
（
久
留

米
高
専
５
年
）、
田
邊
耕
太
郎
さ

ん
（
同
４
年
）
で
す
。

　

鎌
田
副
市
長
は
「
八
女
市
か
ら

た
く
さ
ん
の
若
者
が
全
国
大
会
に

出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
さ
れ
、
集
中
し
て
け
が
の
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
に
は
、
八
女
市
体
育
協
会

か
ら
全
国
大
会
出
場
の
激
励
費
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奨
励
費

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
の

協
賛
金
等
や
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
馬

場
ゆ
か
り
選
手
の
寄
附
に
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
積
み
立
て
、

八
女
市
民
が
全
国
大
会
に
出
場
す

る
際
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
22
回
福
岡
県
障
が
い
者

水
泳
記
録
会
が
７
月
15
日
㈯
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
棟
・

室
内
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
八
女

市
内
か
ら
３
人
が
参
加
。
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
が
実
り
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
大
坪
初
次
郎
（
男
２
部
50
㍍

自
由
形
１
位
、
男
２
部
25
㍍
平

泳
ぎ
２
位
）
▽
氷
室
美
佐
（
女

２
部
25
㍍
平
泳
ぎ
１
位
、
女
２

部
50
㍍
自
由
形
２
位
）
▽
氷
室

美
佐・三
角
裕・大
坪
初
次
郎
（
４

×
25
㍍
リ
レ
ー
１
位
）

　

７
月
29
日
㈯
夜
の
８
時
か
ら

八
女
市
立
図
書
館
本
館
で
「
夜

の
こ
わ
い
お
は
な
し
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
夜
の
図
書
館
で
、
九

州
大
谷
短
期
大
学
生
た
ち
の
語

る
こ
わ
い
お
話
や
影
絵
を
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
た
。

こわいおはなし楽しんだ

全
国
大
会
に
多
く
の
若
者
が
出
場

福
岡
県
障
が
い
者
水
泳

記
録
会
で
活
躍

　

７
月
23
日
㈰
、
星
野
総
合
体

育
館
で
星
野
地
区
球
技
大
会
の

開
会
式
が
あ
り
、
各
会
場
に
分

か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試

合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
軟
式
野
球（
星
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
）】

▽
優
勝 

星
野
中
学
校
▽
準
優
勝 

８
区
ラ
イ
ナ
ー
ズ
【
軟
式
野
球

（
サ
ン
ス
ポ
黒
木
）】
▽
優
勝 

長

尾
チ
ー
ム
▽
準
優
勝 

椋
谷
チ
ー

ム
【
ミ
ニ
バ
レ
ー
（
星
野
総
合
体

育
館
）】
▽
優
勝 
合
同
チ
ー
ム
▽

準
優
勝 

１
区
チ
ー
ム
【
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
（
60
歳
以
上
）（
星

野
中
学
校
運
動
場
）】
▽
優
勝 

倉
住
孝
▽
準
優
勝 

竹
下
武
雄
▽

３
位 

小
西
八
重
子

七
夕
ま
つ
り
で
世
代
間

交
流

熱
戦
！
星
野
地
区
技
大
会

　

８
月
８
日
㈫
、
杉
町
公
民
館

で
七
夕
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
に
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
「
杉

町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
が
同
地
区

の
「
杉
の
子
こ
ど
も
会
」
と
合

同
で
開
催
し
た
も
の
。
ま
つ
り
で

は
、
参
加
者
が
短
冊
に
願
い
を

書
い
て
飾
っ
た
り
、
歌
や
踊
り
を

披
露
し
た
り
し
て
楽
し
く
世
代

間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
昼
食

は
、
地
域
の
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
材
料
で

カ
レ
ー
を
作
り
、
賑
や
か
な
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
歌
や
踊
り
に
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
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夏
休
み
明
け
や
年
度
の
中
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
が
出
て
き

や
す
い
時
期
で
す
。
近
年
は
こ
こ
ろ
の
病

気
を
発
症
す
る
若
い
世
代
が
増
え
て
い
ま

す
。
30
代
以
下
の
若
者
の
自
殺
者
数
は

２
０
１
５
年
で
５
９
９
３
人
で
あ
り
、
若

い
世
代
の
死
因
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、
自
殺
の
原
因
は
こ
こ
ろ

の
病
気
が
背
景
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
思
春
期
・
青
年
期
は
子
ど
も
か

ら
大
人
に
変
わ
っ
て
い
く
途
中
の
、
と
て

も
不
安
定
な
時
期
で
す
。
周
り
に
相
談
で

き
ず
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
だ
り
、
心
身
に

何
ら
か
の
兆
候
が
現
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
こ
こ
ろ
の
病
気
だ
と
気
づ
か
ず
に
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
子
ど
も
の
う
つ
病
も
増
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
う
つ
病
で
は
、
環
境

的
な
要
因
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
学
校
に

お
け
る
学
習
困
難
や
い
じ
め
問
題
、
心
理

的
に
つ
ら
い
体
験
な
ど
環
境
的
な
要
因
が

発
症
の
き
っ
か
け
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
う
つ
病
の
特
徴
と
し
て
は
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
過
食

や
過
眠
、
集
中
力
の
低
下
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
特
に
思
春
期
や
反
抗
期
に

は
イ
ラ
イ
ラ
や
意
欲
減
退
な
ど
は
起
こ
り

や
す
く
、
う
つ
病
と
の
判
別
が
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
う
つ
病

も
大
人
と
同
じ
で
適
切
な
治
療
が
必
要
で

す
。

　
家
庭
で
で
き
る
こ
と
し
て
は
、
①
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
る
　
②
一
定
の
運
動
を
行

う
な
ど
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
て
い
る
人
は
、

病
気
を
認
め
た
く
な
い
こ
と
や
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

誰
に
も
相
談
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
周
り
の
方
が
い
つ
も
と
違
う
様
子
に

気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
優
し
く
声
を
か
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
機
関
】

▽
心
理
士
の
相
談
　

　
毎
月
第
４
水
曜
日 

八
女
市
役
所
健
康

推
進
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

▽
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
本
庁
舎
（
柳
川
）
第
１
・
２
・
３
・
５

木
曜
日 

13
時
～
15
時

　（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
分
庁
舎
（
八
女
）
毎
週
月
曜
日
14
時

30
分
～
16
時

　（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

▽
福
岡
い
の
ち
の
電
話

　（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
４
３
４
３
）

▽
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　（
☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
５
０
０
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導

係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

　

八
女
警
察
署
管
内
で
は
、
７
月
・
８
月

に
２
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
今

年
に
な
り
４
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
交
通
死
亡
事
故
者
数
４
人
と
い
う
の

は
、
昨
年
１
年
間
の
死
亡
者
数
と
同
じ
数

で
す
。
交
通
事
故
は
起
こ
し
た
人
も
、
起

こ
さ
れ
た
人
も
不
幸
に
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
の
交
通
安
全
へ
の
心
掛
け
が
、
運

転
者
自
身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

通
り
な
れ
た
道
で
も
油
断
を
せ
ず
に
、
安

全
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ

ば
…
。
亡
く
な
ら
ず
に
す
ん
だ
事
故
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
遭
っ
て
も
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
事
な
命
綱
で

あ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
っ
か
り
締
め
ま

し
ょ
う
。

                  【
八
女
警
察
署
交
通
課
】

９
月
10
日
か
ら
９
月
16
日
は
、
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
か
ら
、大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底
に
つ
い
て

　八女市立図書館では自殺予
防週間に合わせ９月 12 日から、
命の大切さや自殺予防に関連し
た書籍を特設コーナーに設置し
ています。子どもから大人まで
見ていただけるコーナーになっ
ています。この機会に命につい
て考えてみませんか。

命の大切さ伝える書籍設置
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ヘ
ル
シ
ー
運
動
教
室（
後
期
）

　
９
月
20
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
9
月
27
日
㈬ 

14
時
～

16
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
県
八
女
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室
（
八
女
市
本
村
25
）

◦
対
象
＝
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・

家
族
等

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
内
容
＝

【
講
演
会
】
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の

お
話
▽
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
ひ
め
の
作
業
療
法
士 

井
口
慎
介
さ
ん
▽
姫
野
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
作
業
療
法
士 

床
次
翼
さ
ん

【
交
流
会
】

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係
（
☎

０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
／

N
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
、
体
重
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
5
か
月
間
（
10
月
～
2
月
）
の
中
で
全

10
回
の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。「
体
重
を
減
ら
し

た
い
が
ど
の
よ
う
な
運
動
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」「
一
人
で
し
て
い
た
が
長
く
続
か
な
い
」
と
い
う
方

は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
有
酸
素
運
動
や
運
動

機
器
を
使
用
し
た
運
動
な
ど
を
行
う
教
室
で
す
。

◦
申
込
締
切
＝
９
月
１
日
㈮
～
９
月
22
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
定
員
各
20
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

　
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

◦対象者＝ 40 歳～ 64 歳の方で、運動を
通して生活習慣の改善を行いたい方。
特に次の方を優先させていただきます。
◎ＢＭＩ：25 以上の方　

【ＢＭＩ計算式】体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
◎お腹周りが男性 85㎝以上・女性 90㎝以上の方

会場 ふじの里会場（黒木）そよかぜ会場（星野）

日程 おおむね
第２・４火曜日

おおむね
第２・４金曜日

初回 10 月10日㈫ 10 月13日㈮
時間 13 時 30 分～ 15 時（受付 13 時～）

八女会場 黒木会場

会　場 おりなす八女
   はちひめホール 黒木支所大会議室

日　時 9 月19日㈫
14 時～ 15 時 30 分

9 月15日㈮
14 時～ 15 時 30 分

テーマ げんき脳づくり～食べ
ることから始めよう～

あなたは大丈夫？？
自分を見つめて予防しよう。
認知症自己診断と脳トレ運動

講　師 管理栄養士　
　綾部美津子さん 健康運動指導士

参加費 無　　料

問い合わせ 介護長寿課高齢者支援係（☎２３・１３０８）

　
げ
ん
き
脳
講
座
で
認
知
症
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
お
友
達
を

お
誘
い
の
う
え
、
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。
ど
の
講
座
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

げんき脳講座
（八女会場・黒木会場）

◦
対
象
者
＝

八
女
市
民
で
認

知
症
予
防
に
関

心
の
あ
る
人

　

八
女
警
察
署
管
内
で
は
、
７
月
・
８
月

に
２
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
今

年
に
な
り
４
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
交
通
死
亡
事
故
者
数
４
人
と
い
う
の

は
、
昨
年
１
年
間
の
死
亡
者
数
と
同
じ
数

で
す
。
交
通
事
故
は
起
こ
し
た
人
も
、
起

こ
さ
れ
た
人
も
不
幸
に
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
の
交
通
安
全
へ
の
心
掛
け
が
、
運

転
者
自
身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
場

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

通
り
な
れ
た
道
で
も
油
断
を
せ
ず
に
、
安

全
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ

ば
…
。
亡
く
な
ら
ず
に
す
ん
だ
事
故
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
遭
っ
て
も
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
事
な
命
綱
で

あ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
っ
か
り
締
め
ま

し
ょ
う
。

                  【
八
女
警
察
署
交
通
課
】

参
加
者
募
集

　10月１日㈰に八女地区総合防災訓練を実施します。
今回の訓練は、豪雨災害・地震災害・大規模火災が
発生したという３つの災害を想定し、災害発生時に「自
らが何をするべきか」を考える力を身に付け、実践
する力を養うために行います。平成 24 年九州北部豪
雨から５年が経ち、今も全国各地で地震や豪雨など
の被害が頻発しています。激甚化する災害に対して
住民一人ひとりが自助・共助の災害対応力を高めま
しょう。一般の方も自由に参加できますので、多くの
方々の参加をお待ちしています。
◦日時＝10 月１日㈰９時～ 12 時
◦場所＝八女市立花運動場および周辺（立花町谷川
1138 番地）
　まだまだ暑い日が続きます。熱中症には十分ご注
意ください。

平成 29 年八女地区総合防災訓練
を実施します［八女消防本部 ☎ 24・0119］
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出

店
者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
９
月
10
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

下
水
道
の
こ
と
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
場
無
料
で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
、景
品
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈰
10
時
～

14
時
（
雨
天
決
行
）

◦
場
所
＝
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
水
き
ら
ら
」
筑
後
市
大
字
島
田

７
５
４
（
☎
０
９
４
２
・
５
４
・

２
７
０
１
）

◦
主
催
＝
矢
部
川
流
域
下
水
道

お
知

ら
せ

推
進
協
議
会（
八
女
市
、筑
後
市
、

み
や
ま
市
、
広
川
町
）、（
公
財
）

福
岡
県
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

◦
事
務
局
＝
筑
後
市
上
下
水
道
課

（
☎
０
９
４
２
・
６
５
・
７
０
３
７
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈰
７
時
30

分
、
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
男
の
子
不
動
の
滝

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
今
回
は
「
人
と
人
・
時
と
時

を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
、
松
尾
隆

志
さ
ん
（
写
真
館
経
営
、
Ｆ
Ｍ

八
女
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）の
講
演
。

参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈫
19
時
～

◦
場
所・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４・
９
６
５
７

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
会
を
行
い
ま

す
。
参
加
費
無
料
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
く
し
邑
主
催
。

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈫
13
時
～

15
時

◦
場
所
＝
立
花
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
か
が
や
き
」 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
松
岡
さ
ん
（
☎

０
８
０
・
１
７
７
２
・
０
４
１
７
）

※
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
越
し
に
に
な
る
際
は
各

自
で
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
人
間
を
驚
か
せ
た
こ
と
の
な
い

へ
っ
ぽ
こ
妖
怪
３
人
組
に
与
え
ら

れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

◦
日
時
＝
①
９
月
16
日
㈯
②
９

月
17
日
㈰
（
各
13
時
30
分
開
場
、

14
時
開
演
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
前
売
り
▽
大
人

千
円
▽
４
歳
以
上
高
校
生
以
下

５
百
円
※
当
日
は
各
３
百
円
増
、

お
り
な
す
八
女
で
販
売
中

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

　
上
方
落
語
御
一
門
・
桂
小
春

団
治
ほ
か
出
演
。
放
生
会
・
町

屋
ま
つ
り
協
賛
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
16
時
30

分
～
◦
会
費
＝
２
千
円

◦
場
所
＝
西
勝
寺
本
堂
（
西
紺

屋
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
勝
寺
（
☎
２

４
・
３
４
１
１
）

　
九
州
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

愛
好
家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
で

す
。バ
ザ
ー
や
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

抽
選
会
等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
15
日
㈰
10
時
～

17
時

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

（
雨
天
時
は
旧
白
木
小
学
校
体
育

館
）

◦
入
場
料
＝
２
０
０
０
円
（
１
ド

リ
ン
ク
付
き
）
小
学
生
以
下
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

下
水
道
展

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ・ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

第
44
回
地
域
活
動
講
演
会

お
寺
で
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
７

＂
秋
〟
第
13
回
西
勝
寺
寄
席

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
と
な
り
の
妖

あ
や
か
し」

区分
准看護科 看護科

社会人入学試験
（前期・中期・後期）

一般入学試験
（前期・後期）

推薦入学
試験

一般入学試験
（前期・後期）

募集
人員 40 人 40 人

出願
期間

【前期】9/25 ㈪～
      10/13 ㈮必着

【中期】11/20 ㈪～
       12/8 ㈮必着

【後期】1/22 ㈪～
       2/9 ㈮必着

【前期】11/20 ㈪～
     12/8 ㈮必着

【後期】1/22 ㈪～
      2/9 ㈮必着

10/23 ㈪～
11/10 ㈮必着

【前期）】10/23 ㈪～ 
      11/10 ㈮必着

【後期）】12/18 ㈪～
      1/5 ㈮必着

入試
日

【前期】10 月22日㈰
【中期】12 月17日㈰
【後期】2 月18日㈰

【前期】12 月17日㈰

【後期】2 月18日㈰
11月19日㈰

【前期】11 月19 日㈰

【後期】1 月14 日㈰

入試
科目 作文・面接 国語・数学・作文・

面接
書類選考・面
接

国語・専門科目（看
護全般）・面接

問い
合わ
せ

八女筑後看護専門学校 （〒 834-0063 八女市本村 656-1）

准看護科（☎ 23・6284） 看護科（☎ 24・4877）

平成30年度生 看護学生募集 看護師は命を守る仕事です！
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受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局

人
権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
７

３
９
・
４
１
５
１
）

　

電
話
ま
た
は
面
談
に
よ
る
職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ

タ
ハ
ラ
の
集
中
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、
相

談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
と
も
連

携
し
対
応
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈬
、
14
日

㈭
、
両
日
と
も
９
時
～
20
時

◦
場
所
＝
福
岡
県
筑
後
労
働
者

支
援
事
務
所
（
県
久
留
米
総
合

庁
舎
１
階
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９

４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１

対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
費

用
無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　
川
崎
病
院
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の

改
善
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛

え
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
10
月
13
日
㈮
、
27

日
㈮
、
11
月
10
日
㈮
20
時
～
21

時
30
分

◦
場
所
＝
上
陽
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
３
回
）

◦
申
込
期
間
＝
９
月
１
日
㈮
～

９
月
22
日
㈮
※
９
時
～
17
時
に

電
話
で
受
付
。
月
曜
日
休
館
。

当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す

◦
申
込
＝
総
合
体
育
館（
☎
２
４・

１
２
３
０
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
古
賀
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

８
７
６
３
・
２
６
３
８
）

　
点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

で
は
、
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
が
あ

る
方
に
広
報
等
の
点
訳
を
行
い
、

生
活
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
10
月
18
日
～
11
月
22

日（
毎
週
水
曜
日
）19
時
～
21
時
、

全
６
回

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
中
会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３・０
２
９
４
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
30
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
前
小
運

動
場
（
雨
天
時
総
合
体
育
館
）

◦
申
込
期
間
＝
９
月
５
日
㈫
～

当
日
可

◦
参
加
費
＝
▽
会
員
無
料
▽
一
般

２
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎

２
４
・
１
３
４
０

◦
開
催
日
＝
10
月
１
日
㈰

◦
場
所
＝
宮
野
公
園
周
辺
お
よ

び
矢
部
川
ロ
マ
ン
ロ
ー
ド

◦
締
め
切
り
＝
９
月
20
日
㈬

◦
申
込
＝
大
石
石
油
（
☎
２
２
・

４
７
６
６
／
古
川
さ
ん
０
９
０
・

４
３
５
１
・
１
１
９
８
）

　

受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
託
児
有
り

◦
対
象
＝
母
子
・
父
子
家
庭
の

父
母
等
で
、
公
共
職
業
安
定
所

長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人

◦
定
員
＝
15
人
（
託
児
５
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
11
月
２
日
㈭
～

１
月
31
日
㈬
※
事
前
講
習
あ
り

◦
訓
練
場
所
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス
（
筑
後
市
）

◦
申
込
締
切
＝
９
月
22
日
㈮

◦
試
験
日
＝
10
月
11
日
㈬
（
学

科
試
験
、
面
接
試
験
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
久
留
米
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
８
７
９
５
）

◦
相
談
日
時
＝
９
月
４
日
㈪
～

10
日
㈰
【
平
日
】
８
時
30
分
～

19
時
【
土
日
】
10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
・

０
０
３
・
１
１
０
（
み
ん
な
の
人

権
１
１
０
番
全
国
共
通 

人
権
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭

内
や
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が

ら
せ
や
虐
待
な
ど
、
悩
み
や
困

り
ご
と
が
あ
る
方
は
、
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
、
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
な
お
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。  

　

福
岡
法
務
局
で
は
、
土
・
日
・

祝
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話
対

応
）、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
を

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康

講
座

わ
か
ば
会 

点
字
教
室

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
23
回
八
女
走
ろ
う
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
集
中
相
談

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

教
室
・
講
座

　クラフトテープを
使って、小物入れに
もなる「縄文カゴ」
を作ってみよう。
◦日時＝ 9 月16 日
㈯ 10 時～ 12 時

◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」
◦対象＝小学生以上
◦定員＝ 20 人（先着）
◦参加費＝100 円
◦申込＝電話またはファクス
◦募集期間＝ 9 月 5 日㈫～ 9
月10日㈰ 
◦申込・問い合わせ＝同館（☎
24・3200 ／ N24・3210）

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」

縄文カゴをつくろう

就
業
支
援

全
国一斉「
高
齢
者・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

パ
ソ
コ
ン
実
務
科
（
母
子
家

庭
の
母
等
）
筑
後
市
で
開
催
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◦
期
日
＝
９
月
16
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企
業

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の

あ
る
方
と
、
障
が
い
の
あ
る
方
を

雇
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
を
対

象
に
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
求
職
者
と
企

業
の
双
方
に
対
し
、
検
討
・
相

談
の
段
階
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
紹
介
、
就
職
後
の
定
着
ま
で
、

個
々
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
業
主
体
：
福

岡
県
新
雇
用
開
発
課

事
務
局
：
株
式
会
社
綜
合
キ
ャ

リ
ア
ト
ラ
フ
ト
（
☎
０
９
２
・
７

３
３
・
３
９
２
５
／
N
０
９
２
・

７
３
３
・
３
９
１
９
）

火災出火件数  0件 （23件）
救急出動件数 254件 （1,807件）
救急搬送人数 248人 （1,737人）

人身事故発生件数 33件 （230件）
傷　　者 46人 （303人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,912 (-35）
男 30,575  (  -9)
女 34,337  (-26)

世帯数 24,660  (-22)
　※（　）内は前月比

出生 43 人 死亡 64 人
転入 172 人 転出 186 人

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日は10月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月）

9月に
納める
もの

　

福
岡
県
弁
護
士
会
筑
後
部
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
お
知
ら
せ
一

覧
「
中
小
企
業
の
た
め
の
講
演

会
お
よ
び
無
料
法
律
相
談
会
」

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
フ
ァ
ク
ス
に
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◦
日
に
ち
＝
９
月
15
日
㈮

◦
内
容
＝
①
【
講
演
会
】
13
時

30
分
～
15
時
「
残
業
代
問
題
へ

の
対
処
法
～
放
っ
て
お
け
な
い
残

業
代
」（
定
員
50
人
）

②
【
相
談
会
】
15
時
10
分
～
17

時
10
分
（
定
員
８
人
）

※
各
先
着
順

◦
場
所
＝
筑
後
弁
護
士
会
館

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
０
１
４
４
／
N
０
９

４
２
・
３
２
・
２
６
９
１
）

同
の
無
料
相
談
会
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
10
月
７
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
第
１

研
修
室

◦
相
談
内
容
＝
境
界
問
題
（
筆

界
特
定
申
請
手
続
）、
相
続
、
成

年
後
見
お
よ
び
登
記
手
続
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・

５
７
８
０
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

《
10
月
利
用
者
の
会
》

　　

福
岡
法
務
局
で
は
休
日
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

予
約
の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦
内
容
＝
土
地
・
建
物
の
相
続

登
記
、
遺
言
・
後
見
な
ど
の
公

正
証
書
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
、戸
籍
、

国
籍
、
供
託
、
人
権
問
題
な
ど

◦
相
談
日
時
＝
10
月
１
日
㈰
10

時
～
15
時

◦
場
所
＝
福
岡
法
務
局
久
留
米

支
局

◦
予
約
期
間
＝
９
月
４
日
㈪
～

29
日
㈮
※
９
時
～
17
時

◦
予
約・問
い
合
わ
せ
＝
同
局（
☎

０
９
４
２
・
３
９
・
２
１
２
１
）

　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

司
法
書
士
会
、
行
政
書
士
会
合

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

福
岡
県
障
が
い
者
雇
用
拡
大

（
無
料
職
業
紹
介
）
事
業

中
小
企
業
の
た
め
の
講
演
会
・

無
料
法
律
相
談
会

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

【 第 48 回ちっご祭り】
◦日時＝ 9/22 ㈮ 18:00 ～ 21:00

（前夜祭）、23㈯9:00～20:00（本
祭）◦場所＝市民の森公園（筑
後市若菜）◦問＝同実行委員会

（☎ 0942・65・7024）
【 ホークスファン感謝デー】
◦ 日 時 ＝ 9/24 ㈰ ◦ 場 所 ＝
HAWKS ベースボールパーク筑
後◦問＝市ファーム連携推進室

（☎ 0942・65・7073）

【昇開橋フェスティバル】
◦日時＝ 9/16 ㈯～ 17 ㈰ 12:00
～ 32:00（翌朝 8：00）◦場所
＝大川昇開橋温泉◦問＝おおか
わセールス課（☎ 0944・85・
5570）

【第 27 回広川かすり祭り『かす
り百花繚乱』】
◦日時＝ 9/16 ㈯・17 ㈰ 9:00 ～
17:00 ◦場所＝広川町産業展示
会館◦問＝広川町観光協会（☎
32・5555）

広川町

大川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
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予約

無料法律相談
◦ 9 月21日㈭ 、10 月5日㈭／ 相談　
　13:00 ～ 16:00 ／場所・法務局八女
　支局（収入等一定額以下等の条件
　あり）※予約・法テラス福岡
　☎ 050・3383・5502
◦ 9 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
�◦ 9 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9月 22日㈮ 13:30～ 16:00／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 9 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月14日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画・生涯学習課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月20日㈬9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月1日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月7日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月12日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月6日㈬ 、20日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月4日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月15日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月8日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月6日㈬、20日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦�9月6日㈬ 、20日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦9月13日㈬、27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）

◦9月13日㈬、27日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦�9月1日㈮13:00 ～ 15:00 ／八女商工

会議所 
定例税務相談会
◦�9月11日㈪10:00 ～ 15:00 ／八女商

工会議所 
経営支援相談会
◦9月19日㈫13:30 ～ 16:30 ／八女商
工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦9月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦9月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月28日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月
第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1～第4月曜日 14:30 ～16:00 ／南筑

後保健福祉環境事務所分庁舎（八女
総合庁舎）※予約☎0944・72・2176

性感染症検査　　と相談（無料）
◦�毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保

健福祉環境事務所分庁舎（八女総
合庁舎）※予約☎0944・72・2812

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦�9月19日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市

消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委
員会☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事
務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平 日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
交通事故相談
◦���������平日9:15 ～ 17:00 ／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話

（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年
金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／県青年司法書
士協議会（☎092・724・9505）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本所内）　  ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

祝
１
歳
お
め
で
と
う
！
大
好

き
な
湊
の
笑
顔
は
皆
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
ま
す
！

世
界
一
可
愛
い
快
く
ん
♡
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

笑
っ
て
大
き
く
な
ー
れ
！

１
歳
お
め
で
と
う
♡
お
歌
が
大

好
き
な
お
て
ん
ば
結
希
。
明
る

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

何
で
も
食
べ
て（
食
物
に
限
る
）

元
気
に
育
っ
て
ね
！

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら

も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ゆ
う
ち
ゃ

ん
で
い
て
ね
。

♡
祝
１
歳
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
ニ

コ
ニ
コ
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
笑
っ
て
大
淵
家
の

ア
イ
ド
ル
で
い
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
健
や

か
に
育
っ
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
に

な
ぁ
れ
♡

祝
１
歳
！
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
遊
ん
で
食
べ
て
笑
っ
て
大
き

く
な
ぁ
れ
♡

祝
１
歳
！
毎
日
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
あ
り
が
と
う
♡
元
気
で
優

し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
哲
ち
ゃ
ん
。
お

兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
！

木下 湊
みなと

ちゃん

森 快
かいせい

晴ちゃん

井上 結
ゆ き

希ちゃん

井手 鯛
た い ち

智ちゃん

末廣 悠
ゆ う ま

眞ちゃん

山田 楓
ふ う ま

真ちゃん

大淵 結
ゆ あ

空ちゃん

古賀 日
ひ な の

南乃ちゃん

緒方 菜
な つ き

月ちゃん

白鳥 壮
そ う ま

真ちゃん

平川 哲
て つ や

也ちゃん

Ｈ28年9月1日生（祈祷院）

Ｈ28年9月11日生（高塚）

Ｈ28年9月21日生（蒲原）

Ｈ28年9月4日生（黒木町）

Ｈ28年9月12日生（本）

Ｈ28年9月21日生（納楚）

Ｈ28年9月5日生（室岡）

Ｈ28年9月16日生（本村）

Ｈ28年9月29日生（忠見）

Ｈ28年9月6日生（立花町）

Ｈ28年9月16日生（稲富）

おたんじょうびおめでとう

　
地
域
で
亡
く
な
っ
た
人
の

精
霊
を
み
ん
な
で
送
る
『
大

淵
献
燈
祭
』
が
８
月
14
日
㈪
、

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
紙
で
作
っ
た
高
さ
１
・
８

㍍
の
燈
籠
の
中
に
火
を
と
も

し
、
熱
気
球
の
要
領
で
地
上

30
～
50
㍍
の
高
さ
ま
で
ワ
イ

ヤ
ー
等
で
浮
か
べ
る
こ
の
催
し

は
、
今
年
で
４
回
目
。
夕
暮

れ
の
中
、
故
人
の
名
を
記
し

た
燈
籠
が
静
か
に
空
に
舞
い

上
が
る
と
、
会
場
内
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
淵
地
区
出
身
で
福
岡
市

在
住
の
塩
田
ま
る
み
さ
ん
は
、

「
２
年
前
に
病
気
で
亡
く
な
っ

た
夫
は
渓
流
釣
り
が
好
き
で
、

自
然
豊
か
な
大
淵
が
大
好
き

で
し
た
。
夫
が
愛
し
た
大
淵

の
空
に
送
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
涙
ぐ

み
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
供
養
の
燈
籠
の
あ
と
は
、

九
州
北
部
豪
雨
被
災
地
の
早

期
復
興
を
祈
る
約
3
㍍
の
巨

大
燈
籠
や
、
地
域
活
性
化
を

願
う
燈
籠
が
上
げ
ら
れ
、
夜

空
に
浮
か
ぶ
幻
想
的
な
光
景

が
多
く
の
見
物
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　
大
淵
区
長
で
同
祭
会
長
の

内
藤
啓
光
さ
ん
は
「
こ

の
献
燈
祭
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
故
人
を
追
悼

す
る
と
と
も
に
、
先
達

へ
の
感
謝
の
思
い
、
子
や

孫
た
ち
が
ふ
る
さ
と
に

誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。

夏
の
夜
空
に
幻
想
的
な
燈
籠
が
浮
か
ぶ

トピックス

故
人
を
し
の
び
大
淵
献
燈
祭
を
開
催

満１歳のお子さまの写真を募集し
ています。（ただし、市内に住民登
録があるか実際に住んでいる人に
限る）。名前・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直接お持ち
いただくか、郵送でお申し込みくだ
さい。なお、応募多数の場合は先
着順とさせていただきます。
●申し込み＝秘書広報課
秘書広報係（☎23・1110）

▼
朝
倉
市
な
ど
が
被
災
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
小
石
原
焼
の
購
入

支
援
な
ど
を
通
し
て
、一
日
も
早

く
被
災
地
が
元
気
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
上
陽
万
灯
流
し
の
撮
影
は
、

息
子
の
海
パ
ン
を
借
り
て
川
の

中
央
に
陣
取
り
、
下
半
身
は
水

に
浸
り
な
が
ら
の
撮
影
で
し
た
。

西
日
本
新
聞
の
佐
々
木
さ
ん
、

ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
芙
蓉
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ

た
坪
井
晴
隆
さ
ん
。今
頃
、天
国

で
戦
友
と
肩
を
た
た
き
あ
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
広

島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
終

戦
。
戦
争
の
な
い
世
を
願
っ
た

８
月
で
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）


